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　ドイツのいわゆる大空位時代から英仏百年戦争開始に
至る時代は，皇帝と教皇を2つの頂点としたキリスト教
的ヨーロッパの普遍的秩序が崩壊し，フランス，イング
ランド，イベリア半島諸国などに主導権が移った時代と
されている。それまでむしろ周辺部として位置付けられ
てきた地域が台頭するわけであるが，一方でこの時代に
はポーランド，チェコ，ハンガリーなど東部中欧の諸国
にも顕著な発展が見られ，両地域の発展は相互に関連づ
けて考えることができる。チェコ王家の血筋をひき，フ
ランスで教育を受けたルクセンブルク家のカールのドイ
ツ王選出は，この時代の趨勢によるところが大きい。カ
ールによってチェコ王国には西欧の諸制度が導入され，
チェコは14世紀後半の一時期，主にフランスをモデルと
した王を頂点とする国家形成の道を歩むことになった。
しかし東部中欧の条件は本来的にフランスとは異なって
おり，西欧的諸制度の適用にもそれに応じた工夫が施さ
れている。ここでは，カールのチェコ王位継承直後の施
策の中から3つの点を指摘しておきたい。
　モラヴィア辺境伯領やシレジアの諸大公領などは事実
上チェコ王を上級君主とする地域であったが，その支配
の根拠や形態は複雑かつ曖昧であった。カールはここに，
それまで東部中欧で君主間レベルではほとんど用いられ
ていなかったレーエン制を導入する。しかも両地域の「臣
民」は，自分たちの君主に従属すると同時に，上級君主
であるチェコ王にも従属するという，フランスで通用し
ていた形がとられている。
　チェコの貴族たちに対してはレーエン関係は導入でき
なかった。カールはここで，王よりも上位にあるチェコ
「王冠」の概念を取り入れる。この王冠は常に不変で，
王国住民はこれを「公共のものres　publica」とみなして
奉仕せねばならない。しかも王冠はチェコの伝統的守護
聖人ヴァーツラフの所有物とされ，王だけがヴァーツラ
フからこれを必要な時に「貸し与えられる」。こうした王
の支配の神聖性の強調は，13世紀以来のフランスの伝統
に通じる。
　一方，チェコ王国は住民の6分の1がドイツ系で，違
う言葉の人々を統合することの困難は当時からすでに生
じていた。チェコ語にも配慮し，スラヴ人修道士だけの
修道院をプラハに創設するなど，カールの施策は一種の
普遍主義的傾向も見せている。続く15世紀にはチェコ系，
ドイツ系住民の対立は新たな局面を迎えるが，その前に
二言語併存の国家体制を築く努力が中欧でなされたこと
は，もっと注目されてよいと思われる。
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